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大ブレイクするホームページ

大ブレイクする多くの個人ページに共通する人気の秘訣は何だろう？ 答えは簡単、企画（ネタ）に

尽きる。当「ネタ研」は、ホームページ作りの「ネタ」にとことんこだわり、個人ホームページ作り

のサポートを目的として設立された。第2回は、手っ取り早く話題沸騰のホームページを作るための

発想法を紹介する。斬新な発想のみにこだわり、無駄なコンテンツを削ぎ落としたホームページをど

のように作ったらよいか、海外の具体例を交えながら考察してみよう。

所長：田口 元
illustration : Ebisu Yoshikazu

第2回

「ねぇねぇ、あのサイト知ってる？」

「何?  へぇ、いい感じだねぇ」

せっかくホームページを作ったからには自

分のホームページをこういう風に言われてみ

たい。友達10人ぐらいにしか言っていない

のに、噂が噂を呼び、いつのまにか雑誌か

ら取材依頼が来ている、というのが理想で

ある。

では、どうすれば話題のホームページを

作れるのか、そこのところを今回の「ネタ

研」では考えてみたい。ここで一番重要な

のは「話題のホームページ」は、そのホーム

ページを見た人に「これは誰かに伝えたい！」

と思わせることであり、それはすなわちその

ホームページが「話させる要素」を有してい

るということを意味する。

「話させる」ホームページの発想法
「話させる」ための一番の秘訣は、話を

単純にすることである。たとえば、「このホ

ームページは世界一小さい人種であるクル

ミミ族が、世界で3番目に大きいと言われ

ているピグミン象と闘う際のちょっと魔術

めいた戦い方を説明したサイトで、実はそ

の戦闘術はFBIではすでに公式の護身術と

して採用されているらしい」なんて言われ

ても、面白そうではあるが、友達に伝える

際には長ったらしくてしようがない。

ホームページで伝えるメッセージは、マッ

チに灯した火が消えるまでに小学生に説明

できなくてはだめだ。説明したあとに「で、

一言で言うと何なの？」と言われるような

コンセプトは最低である。

一言で説明できるコンセプトのホームペ

ージを作るのに重要なのは「1つの発想に

こだわること」である。2つでも3つでもだ

めで、まずは1つのみに集中するべきだ。む

しろその1つの発想以外のすべてを否定す

るぐらいがちょうどいい。ホームページには

アクセスカウンターと、掲示板と、それか

ら……、などと欲張ってはいけないし、考

えてもいけない。話題にのぼるホームページ

を作るためには、それらをすべてきれいに削

ぎ落とし、「僕（私）はこれで勝負！」と

いう発想を1つだけ持つことが肝要だ。今

回はその勝負ネタを発想するための方法論

を考察してみたい。

A「話させる」要素が必要。

Aコンセプトはシンプルに一言で。

A不必要部分は削ぎ落とす。

話話題題ににななるるペペーージジはは
ここうう作作れれ！！
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巷には無数の発想法があるが、「ネタ研」

では所長厳選のすぐ使える3つの発想法を

紹介したい。

◎発想法その1：逆転式発想法

「逆転式発想法」は、とにかく常識の裏

をかくことがすべてである。人は期待して

いたものと逆のものを突き付けられると「お

っ！」と思う生き物である。うしろ向きに

公園を散歩している人をみれば「え？」と

思うし、上司のカツラが前後逆だったりし

ても「ぎょっ」とする。その「え？」とか

「ぎょっ」とかが「話させる」要素となる。

ではどうやって「逆転の発想」をするべ

きか。おすすめの方法は自分なりの「逆転

チェックリスト」を作成しておくことだ。

「上下逆にしてみる」「左右逆にしてみる」

「雰囲気を逆にしてみる」などの「逆転」

をキーワードにした動作をリストにし、ホー

ムページの題材にしたいものに当てはめてみ

よう。

たとえば「トランプ」の雰囲気を逆転し

てみる。トランプというと「遊び」という

これが墜落する確率だ。出発地、行き先などを入力すると…。トップページで飛行機をクリックするとスタートだ。

技術力や経験がなくても大ブレイクするホームページは作れるというの

が当「ネタ研」の主張である。しかし技術力や経験があれば、それはそ

れで一段階上のレベルのホームページを作れる。ここでは、腕に多少の覚

えがある人々を対象に、技術力や経験があればこんなネタでもOKだとい

うことを示したい。

この「Am I Going Down?」は、旅行者のために「飛行機が墜落する

確率を計算してくれるホームページ」だ。出発地と行き先、旅行日程、航

空会社などを選んでいくと今までの事故記録をもとに「何万分の1の確率

であなたの飛行機は墜落します」と教えてくれるという物騒な企画である。

このようなホームページ作りにはプログラミングとデータベースの知識

が必要なので、当「ネタ件」の守備範囲外だ。

ただ、このホームページの明快なコンセプトは、「最近いいサイトある？」

と聞かれたときについ口をついて出てしまうほどシンプルかつ強烈である。

無数にある旅行系ホームページの「楽しい旅を！」のコンセプトに見事

なまでに逆行し、「あなたは気が付いていないが旅にはこんなこともある」

と、予想もしなかった面から注意を喚起してくれる。

すぐに使える！「ネタ研」流発想法
イメージがあるが、「遊び」を逆転させると

「仕事」になる。「仕事に使えるトランプ術

100選！」なんてどうだろう？ これだけで

も、えっ？トランプを？仕事に？などと人

の注意を惹くことが可能になる。

◎発想法その2：拡大式発想法

「拡大式発想法」は、ある物事の「属性」

をとにかく強調することである。強調する

ことによって普段気が付かない部分にスポ

ットライトを当てることができ、「なるほど。

そういうことか」と静かな感動を呼び起こ

すことができる。

ある物事の属性を拡大するには、まずは

属性の羅列からはじめる。象といったら長

い鼻、お弁当といえば日の丸、好きな女の

子の彼氏といったら嫌な奴、といったよう

なことである。

何でもよいので身近な題材で属性を考え

てみよう。たとえばあなたの属性が「メー

ル好き」だったら、ぐぐっとその属性をエ

スカレートさせて発想してみる。世界一長

いメールを書いてみて、ギネスブックに申請

「Am I Going Down?」
www.amigoingdown.com

ネ タ 研 究 ＃ 2

する過程をホームページにしてもおもしろそ

うだ。

◎発想法その3：組み合わせ発想法

「組み合わせ発想法」は非常にシンプル

な方法で、「全然関係ないもの2つ以上を

組み合わせるとどうなるか」をとことん考え

てみる発想法である。全然関係ないものを

選ぶには目に付いたものをとにかく2つ対に

して、書き留めていくのがよい。

たとえばホッチキスと名刺はどうだろう。

名刺だけをホッチキスでつなげてアートして

みて、「ライバル企業の名刺を中心に据え

たところがこの作品のアンチテーゼです」な

どと気取るのもいいかもしれない。

A逆転式発想法

A拡大式発想法

A組み合わせ発想法

ここれれがが決決めめ手手だだ！！
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逆転式発想法を用いたホームページは、一般常識の

裏をかいてホームページを見る人に驚きを与える。こ

こで紹介する「ワールドワイド・ドッグバイティングサ

ービス」は一般の人が抱く「犬のサイト」のイメージ

を見事に裏切ることに成功した好例だ。

犬のサイトというと、誰もが愛くるしいペットとこぼれんばかりの笑顔

の飼い主、という構図を思い浮かべるであろう。しかし、このホームペー

ジが取り扱っているのは「噛み付く犬」である。あなたの嫌いな人に世

界中どこへでも当サイトおすすめの噛み付き犬を派遣して「ガブッ」とし

てあげましょう、という物騒なコンセプトである。しかも終始「犬に噛み

付かせる」という行為にこだわっており、噛ませ犬を指定できるのは当然

として、どこを噛ませたいのか、噛ませる前にちょっと相手を走らせてか

らガブッといかせたいのかまで指定できるという徹底ぶりだ（無論ジョー

クサイトであるため、本当に犬を派遣することはできない）。

「犬＝かわいい」の構図を見事に突き崩し、見る人を混乱と困惑の渦に

突き落とす。逆転式発想は「そ、そう来たか」と思わせれば勝ちである。

ある物事・事象の属性を徹底的にエスカレートさせる拡大式発想法は、

よりストレートなメッセージを伝えることができる。「言いたいことはこれ

だけです」と割り切り、他のすべてを省いたホームページの潔さは見る人

に静かな感動を与える。

「RUBBERBURNER」は、CURRYという男性が自分の「美」とい

う属性を追求したホームページである。このホームページではCURRYが

自分がいかにすばらしい男性であるかを徹底的に、しかも論理的にとう

とうと説いている。ちょっとやりすぎではないかと思えるぐらいの写真、

写真、写真……。それは言い過ぎではないかと思えるコラム、コラム、

コラム……。さらに「いかに女の子を口説くか」の彼の自作自演のビデ

オは、彼の美的哲学の真骨頂である（これは必見！）。

www.sassydog.com

www.rubberburner.com

逆転式発想サイト
意外性を狙い常識の裏をかく

拡大式発想サイト
属性をエスカレートさせる！

しかし、そこにあるのは「自分はこんなにすばらし

い！」という明快かつ厳然たる主張であって、それ以

外のものはまったく掲載されていないという潔さだ。

「美」という属性にこだわり続ける彼のホームページは

（それが良いにしろ悪いにしろ）、「こんなサイト見付け

ちゃったよ」と話題にされることは間違いないであろう。
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所長（筆者）：「百式管理人」田口 元
www.100shiki.com
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今回は、話題になるホームページは1つ

の発想だけで勝負、むしろ他の何もいらな

い、ということを説明した。また、発想の

手法として3つを紹介し、具体例を交えな

がらその効果を検証した。

是非この研究を参考に仕事・勉強の合

間に斬新な発想にいそしんでほしい。ホー

ムページを作るために発想法を実践したら

社運を左右する大企画を思い付いた、なん

てこともあるかもしれない。そうでなくても、

「こんなホームページってひょっとしてイケ

ているんじゃないか？」と思えるようなネタ

が1つでも発想できれば、所長としてこんな

に嬉しいことはない。

次回は「作って楽しいホームページ」に

焦点を当てて研究してみたい。大ブレイク

するホームページを作ってはみたが、その更

新作業たるや苦痛以外の何ものでもない、

では意味がない。楽しみながら更新、しか

も大ブレイクするホームページの作り方を例

によって具体例を紐解きながら紹介する。

1日1社、ユニークなビジネスモデルを展開する欧

米のドットコム企業を紹介するサイト『百式』

を運営中。同サイトではコンテンツを無料配信するメ

ールマガジンも展開。ネット系企業ではすでに企画ネ

タのあんちょことして定番化しているとかいないとか。

先日、米国はラスベガスでCOMDEXを初体験、世

界にはまだまだ自分の知らない元気印のドットコム企

業が多数あることを再認識。さらなるサイトの充実を

静かに心に誓う。2001年1月の開設1周年に向けて

毎日（土日祝もお正月もクリスマスも！）更新中。

ネタ探しにGOODなサイト
所 長 お す す め

どんなにすばらしいネタがあったとしても、詰まるところホ

ームページである限り、技術的な制約は存在する。では現存

する技術でどれほど奇想天外なことができるか？それを追求

したサイトが「WackyHTML」である（Wackyは「風変わ

りな」という意味）。英文ホームページではあるが、気の向く

ままにリンクをクリックしてみてほしい。テキストを波のよう

にアニメーションさせたりウィンドウをフェイドアウトさせな

がら次の画面を表示したり、と、「え、ここまでできるの？」

という技術的「ネタ」が満載である。気に入ったネタがあれ

ばブラウザーの「ソースの表示」機能を使ってそのままスクリ

プトを活用することができるのでおすすめだ。

今後の
研究
テーマ

www.ninjaburger.com

www.wackyhtml.com

組み合わせ式発想サイト
異質な組み合わせから新コンセプトを！

えに、そこに関連性を発見したときは素直な驚きになる。

「Ninja Burger」は、忍者とバーガーを組み合わせた発想からできた

ホームページである。忍者がバーガーの注文を取り、それを宅配してく

れるというわけだ。さすが忍者だけあり、注文者の身元やクレジット番

号はすでにすべて知っているため、入力する必要もない。注文するお客

はNinja Burgerのサイトで「このバーガーが欲しい」と申告するだけだ。

あとは扉や窓のカギをかけずにおき、ペットがいる場合は吠えないように

小屋に入れて待てばいい。しかも30分以内に配達できなければ切腹する

という気合の入れよう（忍者は切腹しないぞ！）。もちろんこのホームペ

ージは冗談であって本当に宅配などはしてくれないが、「忍者」と「バー

ガー」という時代も違えば国も違うこれら2つのコンセプトの組み合わせ

によって「それは新しい！」という新鮮な驚きを与えることができる。

まったく違うものを組み合わせ、

そこになんとか関連性を見出すの

が組み合わせ式発想法である。他

の誰が見ても「それらは関係ない

だろう」と思わせるものであるがゆ
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